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研究ノート

看護教員を対象としたストレスに関する研究の動向

林 　 美 佐＊

要旨：看護教員におけるストレスマネジメント研究の資料とすることを目的に、看護教員を対象と
したストレスに関する研究の文献検討を行った。医学中央雑誌で検索を行い、13件の文献について
検討した。文献は、研究目的や研究デザインによって整理し「看護教員のストレッサーに関する研
究」、「看護教員のストレス関連要因に関する研究」、「看護教員のストレス対処能力やレジリエンス
に関する研究」に分類された。また専門学校に勤務する教員を対象とした研究が多く、教育機関全
般の研究は少なかった。今後、すべての教育機関を対象としたストレス因子の特定やそれらの因子
とストレス対処能力やレジリエンスとの関連を確認することが必要である。

キーワード：看護教員，ストレス，文献検討

A Literature Review on Research Trends in Stress for Nursing Faculty
Misa HAYASHI＊

Abstract: The aim of this study was to analyze previous published literature on stress for nursing faculty 

and to further explore study methods to stress management research in the nursing faculty. Using Igaku 

Chuo Zasshi Datebase so that 13 literatures were selected. These studies were classified studies about factors 

which stressors of nursing faculty, factors which related to the stress of the nursing faculty and about factors 

which sense of coherence and resilience in nursing faculty.Also the many research faculties in the College, 

less research institutions in General. We should determine the relationship between sense of coherence and 

resilience factors and identification of stress factors will all institutions using it.
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３．方　　法

　医学中央雑誌ver．５を使用し、キーワードとして
「看護教員」、「ストレス」、「原著論文」で検索し41
件が確認できた。そのうち看護学生や看護師、患者
を研究対象とした文献やストレスを焦点としていな
い文献を除いた13件について検討した。本研究にお
いては、今後の看護教員におけるストレスマネジメ
ント研究への示唆を得ることを目的に検討すること
から、主に研究目的や研究成果から分類した。

４．結　　果

　文献調査の内容を表１．に示した。看護教員を対
象としたストレスに関する研究は、2000年から2017
年で13件が確認できた。発表された時期では、2000
年から2005年が２件、2006年から2010年が５件、
2011年から2015年が５件、2016年以降が１件であっ
た。研究対象者の教育経験年数で分けた場合、新人
看護教員を中心としたものが３件、看護教員全般に
ついて述べたものが10件であった。また、所属する
教育機関で分けた場合、専門学校に勤務する教員の
みを対象としたものが11件、大学の教員のみを対象
としたものが１件、大学、短期大学、専門学校を対
象としたものが１件であった。研究目的や研究成果
によって分類した場合、①看護教員のストレッサー
に関する研究が５件、②看護教員のストレス関連要
因に関する研究が５件、③看護教員のストレス対処
能力やレジリエンス等に関する研究が３件であった。
（１）看護教員のストレッサーに関する研究
　文献１［8］では、専修学校の看護教員を対象とし
たストレス要因を測定するストレッサー尺度を開発
することを目的に、無記名自記式質問紙調査を行い、
専門学校教員227名の有効回答を得て、看護教員の
ストレス要因として９因子57項目を挙げていた。因
子内容は、「学生対応」、「職場環境」、「教員資質」、
「多忙」、「トラブル対処」、「教育方法」、「教員相互
関係」、「研究資源」、「教育能力向上」であった。
　文献２［9］では、新人看護教員が役割遂行の過程
でストレスを感じる事柄、ストレスを成長へと結び
つけることに影響を与えた要因について明らかにす
ることを目的に、看護師養成所３年課程に勤務した
２年目の看護教員４名を対象に、半構成的面接を用
いた質的記述的研究を行った。結果では、ストレス

１．緒　　言

　看護基礎教育では、近年の医療動向の変化から、
高度な医療技術や臨床判断能力、さらに多職種と連
携し多様な現場で働くことができる高いコミュニ
ケーション能力を携えた、看護実践能力を発展させ
ることのできる看護職の養成が望まれるようになっ
た［1］。その一方で、看護師を目指す学生の資質に
ついて、学力の変化や生活体験の少なさから実践能
力が育ちにくい状況が指摘されている［1］。また、
社会人経験者など多様な背景を持った学生も増加し
ており、それぞれの学生の背景に配慮した教育が求
められている［2］。そのような変化に合わせ、看護
教員の教育力の強化も叫ばれるようになり、看護教
員が自ら専門性を向上させ、自身の資質や教育実践
能力を育むことが期待されている［2］。
　しかし、カリキュラムの過密さが指摘され［3］、
専門学校の看護教員の８割近くが離職を考えたこと
や実践上のゆきづまり感をもち、そのうちの３割程
度は常にそのような思いを抱えつつ、業務を遂行し
ているという報告もあり（佐藤ら 2010）［4］、スト
レスフルな教育現場で葛藤を抱えながら教育活動を
行っている状況がうかがえる。さらに全国の看護系
大学が急速に増加し、1975年では10校であったもの
が2017年では246校となっており［5］、このような大
学の短期間における急激な増加は、十分な教員数を
確保できないことや教育経験の少ない教員の増加な
どから個々の教員に係る負担が増大することが予測
される。
　実際、看護教員のバーンアウトの増加がみられ
（稲岡ら 1994，城戸ら 2008）［6］［7］、ストレスから
起こる看護教員の精神的問題が危惧される。
　そこで、看護教員のストレスに関する文献につい
て検討を行い、看護教員のストレスやストレスによ
る健康的問題の状況を把握し、看護教員におけるス
トレスマネジメント研究の基礎資料とする。

２．目　　的

　看護教員を対象としたストレスに関する研究の文
献検討を行い、看護教員におけるストレスマネジメ
ント研究の資料とする。
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分類 文献番号 出典 タイトル 対象者 研究
デザイン 測定用具 目的 成果

看
護
教
員
の
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
に
関
す
る
研
究

１
［8］

坂井
（2005）

看護教員のスト
レス要因を測定
するストレッサ
ー尺度の開発－
専修学校の看護
教員を対象とし
て－

専門学校教
員 227 名

横断的調
査研究

看護教員の職業上の
ストレス要因を特定
し、その結果をもと
に専門学校の看護教
員を対象とするスト
レスを測定するスト
レッサー尺度を開発
する

看護教員のストレス要因として９因子 57
項目を挙げた。因子内容は、「学生対応」、
「職場環境」、「教員資質」、「多忙」、「トラ
ブル対処」、「教育方法」、「教員相互関係」、
「研究資源」、「教育能力向上」であった。

２
［9］

佐藤
（2009）

新人看護教員の
役割遂行による
ストレスを成長
へと結び付ける
ことに影響を与
えた要因

看護師養成
所３年課程
に勤務した
２年目の看
護教員４名

質的記述
的研究

新人看護教員が役割
遂行の過程でストレ
スを感じる事柄、ス
トレスを成長へと結
びつけることに影響
を与えた要因につい
て明らかにする

ストレスを感じる事柄について、【看護教
育の模索】、【看護教員としての存在意義
の確認】、【自分が成長することへの戸惑
い】、【自己と向き合う】の４カテゴリー
が抽出された。ストレスを成長へと結び
つけることに影響を与える要因として【支
援】、【仲間の存在】、【自分で学びを増や
した】の３カテゴリーが抽出された。

３
［10］

伊藤ら
（2009）

看護教育研究　
看護系大学の新
人教員が看護学
実習指導におい
て感じた困難の
要因

近畿・東海
地方の大学
の 教 員 10
名

質的記述
的研究

看護系大学の新人教
員の実習における困
難を感じた要因を明
らかにする

【実習指導に自信がない】、【学生の未熟さ
に戸惑う】、【実習指導体制を調節できな
い】、【看護師からプレッシャーを感じる】、
【余裕がなくなる】の５カテゴリーが抽出
された。

４
［11］

加藤
（2009）

職務・業務を遂
行する中で看護
師養成所の看護
教員のストレス
の要因となる内
容

看護師養成
所に勤務す
る教員とし
ての要件を
満たしてい
る７名

質的記述
的研究

職務・業務を遂行す
る中での看護師養成
所の看護教員のスト
レスの要因を明らか
にする

【働きがいがなく、満足度が得られない職
務・業務】、【指導が受けにくい職務・業務】、
【連携がない教員間の人間関係や優先され
る権威から負担がかかる職務・業務】、【自
分でコントロールができない職務・業務】、
【教員に負担がかかる過剰な職務・業務】、
【自分の知識や技術や能力が発揮できない
職務・業務】の６カテゴリーが抽出された。

５
［12］

西田ら
（2012）

新人看護教員が
役割遂行する上
で感じる困難性
の分析

中国四国地
方の国立病
院系看護師
養成所に勤
務する２年
目の看護教
員 10 名

質的記述
的研究

新人看護教員が役割
遂行するうえで感じ
る困難性について明
らかにする

新人教員が役割遂行するうえで感じる困
難性として、【講義実習に関する知識や
技術の不足による自信のなさ】、【学生に
応じた指導方法やかかわりへの不安や迷
い】、【全体を見据えた調整の大変さ】、【臨
床での経験が生かされないストレスや戸
惑い】、【背景の異なる教員個々の教育観、
教育方法の違いへの戸惑い】、【相談の場
もなく、タイミングもつかめない】、【役
割遂行できない自分への焦りと他教員か
らの視線や指摘にネガティブな気持ちに
なる】、【プライベートな時間にまで及ぶ
膨大な業務量が負担】、【初めての世界で
何をどうすればよいのかわからず慣れる
のに必死】の 10 カテゴリーが抽出された。

看
護
教
員
の
ス
ト
レ
ス
関
連
要
因
に
関
す
る
研
究

６
［13］

外山ら
（2000）

臨地実習に関す
る看護教員のス
トレス

専門学校教
員 136 名

横断的調
査研究

研究者が開
発したスト
レス尺度

臨地実習指導の際に
看護教員が感じるス
トレス内容と、スト
レス内容と個人的特
性の関連を明らかに
する

「学生との関係ストレス」は、看護婦経験
が０から４年の者がそれ以上者に比較し
て高値であり、教育経験が２年までの者
はそれ以上の者と比較して高値であった。
「教育役割に関する個人的ストレス」は、
現職場の経験が２年までの者はそれ以上
の者と比較して高値であった。「実習地適
応ストレス」では、教員経験が２から５
年までの者はそれ以上の経験の者と比較
して高値であった。

７
［14］

Sakai 
K, 

Inagaki 
M

（2007）

Study regarding 
the Proficiency of 
Nursing Teacher 
and Stressor 
-Targeting Nursing 
Teachers at Special 
Technical Schools-

教 育 経 験
11 年 未 満
の専門学校
看 護 教 員
30 名

質的記述
的研究
横断的調
査研究

看護教員ス
トレッサー
尺度（坂井 
2005）

専門学校の看護教員
がどのように熟練化
していくか、また熟
練度とストレッサー
の関係を明らかにす
る

看護教員の熟練プロセスとして【看護師
から看護教員の移行に伴う混乱】、【看護
観・教育観の整理】、【看護教育について
の思考錯誤】、【看護教育論の確立】の４
カテゴリーが抽出された。さらに、【看護
教育論の確立】に至った者は看護教育歴
５年以上の者であった。また、看護教員
のストレス因子の「研究資源」は、熟練
群が非熟練群より有意に高かった。

表１．看護教員を対象としたストレスに関する研究
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おける困難を感じた要因を明らかにすることを目的
に、近畿・東海地方の大学の教員10名を対象に、半
構成的面接法を用いた質的記述的研究を行った。結
果では、【実習指導に自信がない】、【学生の未熟さ
に戸惑う】、【実習指導体制を調節できない】、【看護
師からプレッシャーを感じる】、【余裕がなくなる】
の５カテゴリーが抽出された。
　文献４［11］では、職務・業務を遂行する中で看護

を感じる事柄について、【看護教育の模索】、【看護
教員としての存在意義の確認】、【自分が成長するこ
とへの戸惑い】、【自己と向き合う】の４カテゴリー
が抽出された。ストレスを成長へと結びつけること
に影響を与える要因として【支援】、【仲間の存在】、
【自分で学びを増やした】の３カテゴリーが抽出さ
れた。
　文献３［10］では、看護系大学の新人教員の実習に

分類 文献番号 出典 タイトル 対象者 研究
デザイン 測定用具 目的 成果

看
護
教
員
の
ス
ト
レ
ス
関
連
要
因
に
関
す
る
研
究

８
［15］

大山
（2012）

看護専門学校教
員の職業性スト
レスとバーンア
ウトの関連

専門学校教
員 101 名

横断的調
査研究

バーンアウト
尺度（久保、
田尾 1994）
と研究者自
身が開発し
たストレス
尺度

専門学校教員の職業
性ストレスとバーン
アウトの関連を明ら
かにする

ストレス因子として、「学生指導の困難
さ」、「教員役割の自信低下」、「教員業務
遂行困難」、「人的サポート不足」が抽出
された。看護教員のストレスの下位因子
の「教員役割の自信低下」はバーンアウ
トの下位因子すべてと因果関係があった。

９
［17］

原田ら
（2012）

看護師養成所に
おける看護教員
のストレスとソ
ーシャルサポー
ト及びバーンア
ウトの関係性

管理職を除
いた専門学
校教員 182
名

横断的調
査研究

看護教員の
ストレッサ
ー尺度（坂
井  2005）、
職場用ソー
シャルサポ
ート尺度（小
牧  1994）、
バーンアウト
尺度（久保、
田尾 1994）

専門学校教員を対象
に教員経験年数とス
トレス、ソーシャル
サポート及びバーン
アウトの関係、さら
に専任教員の要件及
びソーシャルサポー
トとストレスの関係
を明らかにする

新人群が中堅群やベテラン群に比べ、バ
ーンアウトに陥りやすいことが報告され
た。また、看護教員のバーンアウトの「情
緒的消耗感」はストレス因子の「多忙」、
「職場環境」、「教員資質」の３変数によっ
て 40.9%説明され、「脱人格化」は「職
場環境」、「教員資質」の２変数によって
33.3%説明され、「個人的達成感」は「研
究資源」、「職場環境」、「トラブル対処」
の３変数によって 14.4%説明された。

10
［19］

原田ら
（2013）

看護教員の職業
選択動機別によ
るソーシャルサ
ポート、ストレ
ス、バーンアウ
トとの関連につ
いて

看護師養成
所の女性教
員 169 名

横断的調
査研究

同上 専門学校看護教員の
職業選択動機別によ
るソーシャルサポー
ト、ストレス、バー
ンアウトの関連を明
らかにする

職業選択の動機と看護教員のストレスと
の間には有意な関連は見られなかった。
職業選択の動機とバーンアウトとの関連
において、「臨床より教育に興味がある」
ものは、「家庭の事情や体調、夜勤を避け
る」ものに比べ、バーンアウトの「個人
的達成感」が有意に低いことが示された。

看
護
教
員
の
ス
ト
レ
ス
対
処
能
力
や
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
等
に
関
す
る
研
究

11
［20］

加藤
（2010）

看護師養成所の
看護教員がスト
レスのある職務
を行う中で“や
る気”につなが
る“うれしい”
と感じることの
分析

看護師養成
所に勤務す
る教員とし
ての要件を
満たしてい
る７名

質的記述
的研究

看護師養成所の看護
教員がストレスのあ
る職務を行う中で
“やる気”につなが
る“うれしい”と感
じることを明らかに
する

【学生への理解が促進できた関わりの経
験】、【学生の成長のプロセスにかかわっ
た経験】、【学生と関わって看護教員が成
長できた実感】、【学生と関わって看護教
員自身の気持ちの切り替えができた経
験】、【他教員からの賞賛】の５カテゴリ
ーが抽出された。

12
［21］

伊東
（2014）

看護専門学校３
年課程の看護
教 員 の Sence of 
Coherence（SOC）
個人の特性およ
び仕事に関する
背景との関係か
ら

中国・四国
地方の看護
師養成所教
員 298 名

横断的調
査研究

日 本 語 版
SOC-13 ス
ケール（山
崎ら 2001）

３年課程の看護専門
学校に勤務する看護
教員のストレス対処
能力の実態とそれに
影響する要因を個人
特性と仕事に関する
背景から明らかにす
る

看護教員の SOCの平均は 56.40 ± 12.27
であった。また SOCと関連かみられた
項目は「年齢」、「睡眠時間」、「朝食摂取
状況」、「運動習慣」、「配偶者の有無」、「趣
味などの自由な時間の有無」、「職場は自
由に発言できる雰囲気か」、「困った時に
職場で支援が受けられるか」であった。

13
［23］

林ら
（2017）

看護教員のレジ
リエンスの実態
と関連因子－自
己教育力と職場
内のソーシャル
サポートに焦点
を当てて－

看 護 系 大
学、短期大
学、看護専
門学校に勤
務する常勤
の看護教員
155 名

横断的調
査研究

精神的回復
力尺度（小
塩ら 2002）、
自己教育力
尺度（西村
ら  1995）、
職場のソー
シャルサポ
ート尺度（小
牧ら 1993）

看護教員のレジリエ
ンスの実態、看護教
員のレジリエンスと
自己教育力ならびに
職場のソーシャルサ
ポートとの関連を明
らかにする

看護教員のレジリエンスの実態では、精
神的回復力得点の平均が 3.61 ± 0.04 で
あった。看護教員のレジリエンスは自己
教育力、所属する教育機関の種類、職場
内のソーシャルサポートの３変数により、
レジリエンス得点の分散を 58.0%説明す
ることができ、特に自己教育力の影響が
大きかった。
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（２）看護教員のストレス関連要因に関する研究
　文献６［13］では、臨地実習指導の際に看護教員が
感じるストレス内容と、ストレス内容と個人的特性
の関連を明らかにすることを目的に、無記名自記式
質問紙調査を行った。結果では、専門学校教員136
名の有効回答を得て、ストレス因子として「学生と
の関係ストレス」、「教育役割に関する個人的ストレ
ス」、「実習地適応ストレス」の３因子が抽出された。
また、ストレス因子と個人的特性の関連では「学生
との関係ストレス」は、看護婦経験が０から４年の
者がそれ以上の者に比較して高値であり、教育経験
が２年までの者はそれ以上の者と比較して高値で
あった。「教育役割に関する個人的ストレス」は、
現職場の経験が２年までの者はそれ以上の者と比較
して高値であった。「実習地適応ストレス」では、
教育経験が２から５年までの者はそれ以上の経験の
者と比較して高値であった。
　文献７［14］では、専門学校の看護教員がどのよう
に熟練化していくか、また熟練度とストレッサーの
関係を明らかにすることを目的に、教育経験11年未
満の看護教員30名にグラウンテッドセオリー法を用
いて質的検討をおこない、さらに看護教員ストレッ
サー尺度（坂井 2005）［8］を用いて、自記式質問紙
調査を行った。結果では、看護教員の熟練プロセス
として【看護師から看護教員の移行に伴う混乱】、
【看護観・教育観の整理】、【看護教育についての試
行錯誤】、【看護教育論の確立】の４カテゴリーが抽
出された。さらに、【看護教育論の確立】に至った
者は看護教育歴５年以上の者であった。また、看護
教員のストレス因子の「研究資源」は、熟練群が非
熟練群より有意に高かった。
　文献８［15］では、専門学校教員の職業性ストレス
因子とバーンアウトの関連を明らかにすることを目的
に、バーンアウト尺度（久保・田尾 1994）［16］と研
究者自身で作成したストレス尺度を用いて、無記名
自記式質問紙調査を行った。結果では、専門学校教
員101名の有効回答を得て、看護教員のストレス因子
として「学生指導の困難感」、「教員役割の自信低下」、
「教員業務遂行困難」、「人的サポート不足」の４因子
が抽出された。また「教員役割の自信低下」がバー
ンアウトの下位因子すべてと因果関係があった。
　文献９［17］では、専門学校教員を対象に、教員経
験年数とストレス、ソーシャルサポート及びバーン

師養成所の看護教員のストレスの要因を明らかにす
ることを目的に、看護師養成所に勤務する教員とし
ての要件を満たしている７名を対象に非構造化面接
による質的記述的研究を行った。結果では【働きが
いがなく、満足度が得られない職務・業務】、【指導
が受けにくい職務・業務】、【連携がない教員間の人
間関係や優先される権威から負担がかかる職務・業
務】、【自分でコントロールができない職務・業務】、
【教員に負担がかかる過剰な職務・業務】、【自分の
知識や技術や能力が発揮できない職務・業務】の６
カテゴリーが抽出された。
　文献５［12］では、新人看護教員が役割遂行するう
えで感じる困難性について明らかにすることを目的
に、看護師養成所に勤務する２年目の看護教員10名
を対象に面接調査を行った。結果では、【講義実習
に関する知識や技術の不足による自信のなさ】や
【学生に応じた指導方法やかかわりへの不安や迷い】
等のカテゴリーを抽出している。
　以上の５件では、研究対象者を教育経験年数で分
けた場合、新人看護教員と、看護教員全般に対象が
分かれ研究が行なわれていた。新人看護教員を対象
とした文献では、ストレスや困難感と感じる事柄と
して、【看護教育の模索】（佐藤 2009）［9］や【実習
指導に自信がない】、【学生の未熟さに戸惑う】（伊
藤・大町 2009）［10］、【講義実習に関する知識や技
術の不足による自信のなさ】や【学生に応じた指導
方法やかかわりへの不安や迷い】（西田ら 2012）［12］
などがあり、講義や実習などの教育活動や学生との
関係等のストレッサーが報告されていた。一方で、
看護教員全般を対象とした文献では、上記に加えて
ストレス要因として「職場環境」、「教員相互関係」
（坂井 2005）［8］【指導が受けにくい職務・業務】、
【連携がない教員間の人間関係や優先される権威か
ら負担がかかる職務・業務】（加藤 2009）［11］など、
職場からの支援の少なさや教員間の関係がストレッ
サーとして報告されていた。
　また、研究対象者を所属する教育機関で分けた場
合、大学と専門学校に対象が分かれた。大学教員で
は実習場面での困難感と状況が限定され報告がされ
ていた（伊藤・大町 2009）［10］のに対して、専門学
校教員では講義や実習といった教育活動だけでな
く、職場環境や教員関係、業務全般に係る内容がス
トレッサーとして報告されていた。
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満たしている教員７名を対象に非構造化面接による
質的記述的研究を行った。結果では【学生への理解
が促進できた関わりの経験】、【学生の成長のプロセ
スにかかわった経験】、【学生と関わって看護教員が
成長できた実感】、【学生と関わって看護教員自身の
気持ちの切り替えができた経験】、【他教員からの賞
賛】の５カテゴリーが抽出された。
　文献12［21］では、３年課程の看護専門学校に勤務
する看護教員のストレス対処能力の実態とそれに影
響する要因を個人特性と仕事に関する背景から明ら
かにすることを目的に、日本語版SOC-13スケール
（山崎ら 2001）［22］を用いて、無記名自記式質問紙
調査を行った。結果では、中国・四国地方の看護師
養成所教員298名の有効回答を得て、看護教員のス
トレス対処能力（以下SOC）の平均は56.40±12.27
であり、SOCと関連かみられた項目は「年齢」、「睡
眠時間」、「朝食摂取状況」、「運動習慣」、「配偶者の
有無」、「趣味などの自由な時間の有無」、「職場は自
由に発言できる雰囲気か」、「困った時に職場で支援
が受けられるか」であった。
　文献13［23］では、看護教員のレジリエンスの実
態、看護教員のレジリエンスと自己教育力ならびに
職場のソーシャルサポートとの関連を明らかにす
ることを目的に、精神的回復力尺度（小塩ら 2002）
［24］、自己教育力尺度（西村ら 1995）［25］、職場の
ソーシャルサポート尺度（小牧 1994）［18］を用いて、
無記名自記式質問紙調査を行った。結果では、看護
系大学、短期大学、看護専門学校に勤務する常勤の
看護教員155名より有効回答を得て、看護教員の精
神的回復力得点の平均が3.61±0.04であり、看護教
員のレジリエンスは自己教育力、所属する教育機関
の種類、職場内のソーシャルサポートの３変数によ
り、レジリエンス得点の分散を58.0%説明すること
ができ、特に自己教育力の影響が大きかったことが
報告された。
　以上の３件は、看護教員のSOCやレジリエンス
に関する研究などストレスの肯定的な面に着目した
研究でまとめられた。これらの文献では、看護教員
のSOCやレジリエンスの実態が報告されていた。
　また、ストレスのある職務を行うなかで【他教員
からの賞賛】をうけることがやる気につながるとい
う報告（加藤 2009）［20］があった。さらにSOCと
関連が見られた内容して「職場は自由に発言でき

アウトの関係、さらに専任教員の要件及びソーシャ
ルサポートとストレスの関係を明らかにすることを
目的に、看護教員のストレッサー尺度（坂井 2005）
［8］、職場用ソーシャルサポート尺度（小牧 1994）
［18］、バーンアウト尺度（久保・田尾 1994）［16］を
用いて、無記名自記式質問紙調査を行った。結果で
は、管理職を除いた専門学校教員182名の有効回答
を得て、新人群が中堅群やベテラン群に比べ、バー
ンアウトに陥りやすいことが報告された。また、看
護教員のバーンアウトの「情緒的消耗感」はストレ
ス因子の「多忙」、「職場環境」、「教員資質」の３変
数によって40.9%説明され、「脱人格化」は「職場環
境」、「教員資質」の２変数によって33.3%説明され、
「個人的達成感」は「研究資源」、「職場環境」、「ト
ラブル対処」の３変数によって14.4%説明された。
　文献10［19］では、専門学校看護教員の職業選択動
機別によるソーシャルサポート、ストレス、バーン
アウトの関連を明らかにすることを目的に看護教員
のストレッサー尺度（坂井 2005）［8］、職場用ソー
シャルサポート尺度（小牧 1994）［18］、バーンアウ
ト尺度（久保・田尾 1994）［16］を用いて、無記名
自記式質問紙調査を行った。結果では、看護師養成
所の女性教員169名の有効回答を得て、職業選択の
動機とバーンアウトとの関連において、「臨床より
教育に興味がある」ものは、「家庭の事情や体調、
夜勤を避ける」ものに比べ、バーンアウトの「個人
的達成感の減退」が有意に高く、バーンアウトに陥
りにくいことが報告された。
　以上の５件は、看護教員のストレスと関連が明
らかになった因子が研究成果として報告されてい
た。関連因子として、臨床経験年数（外山ら 2000）
［13］、教育経験年数（外山ら 2000，Sakai, Inagaki 

2007）［13］［14］、バーンアウト（原田ら 2012，原田
ら 2013）［15］［17］、ソーシャルサポート（原田ら 

2013）［17］が報告された。研究対象者は、所属する
教育機関で分けた場合、すべてが専門学校を対象と
したものであった。
（３） 看護教員のストレス対処能力やレジリエンス

等に関する研究
　文献11［20］では、看護師養成所の看護教員がスト
レスのある職務を行う中で“やる気”につながる
“うれしい”と感じることを明らかにすることを目
的に、看護師養成所に勤務する教員としての要件を
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にストレスを感じているが、それに加えて職場の人
間関係や業務内容の意義、業務の多忙さなどが挙げ
られており、ストレスを受ける内容に若干の変化が
みられる。
　「看護教員のストレス関連要因に関する研究」で
は、ストレス因子と個人的特性の関連において「学
生との関係ストレス」は教育経験が２年までの者は
それ以上の者と比較して高値であることや「実習地
適応ストレス」は、教員経験が２から５年までの者
はそれ以上の経験の者と比較して高値であることが
報告された（外山ら 2000）［13］。また新人群が中堅
群やベテラン群に比べ、バーンアウトに陥りやすい
こと、看護教員のストレス因子の「トラブル対処」
において新人群がベテラン群に比べストレスを抱
えやすいことが報告され（原田ら 2012）［17］、教員
経験の浅いものは学生対応や実習指導にストレスを
感じやすく、それらの対処がうまくいかないことに
バーンアウトなどの精神的問題を抱えやすいことが
考えられる。
　また、専門学校教員のストレス因子の「研究資源」
は看護教員の熟練群が非熟練群より有意に高く（坂
井ら 2007）［14］、バーンアウトの「脱人格化」に影
響を与えている（原田ら 2012）［17］という報告があ
り、研究を支援する環境は看護教員のストレスを正
のストレス反応に変える可能性が高いことが考えら
れる。
　「看護教員のストレス対処能力やレジリエンス
等に関する研究」では、看護教員のSOCの平均が
56.40±12.27であること（伊東 2014）［21］が報告さ
れていた。男性臨床看護師のSOCの平均が52.1、
女性臨床看護師のSOCの平均が51.7という報告が
あり（吉田ら 2014）［26］、臨床看護師に比べ、看護
教員のSOCは高いことが示唆された。また、看護
教員のレジリエンスの平均が3.61±0.04であり、臨
床看護師と比べ高いという報告があり（林ら 2017）
［23］、看護教員は臨床看護師に比べ、ストレスマネ
ジメント能力が高いことが考えられる。前述のとお
り、新人看護教員においては、臨床看護師から看護
教員に役割を移行する際のストレスが健康上の問題
を引き起こしている。教員役割をスムーズに移行で
きることは、SOCやレジリエンスの獲得に影響を
与える可能性を示唆している。
　SOCやレジリエンスの関連因子においては、看

る雰囲気か」、「困った時に職場で支援が受けられ
るか」があり（伊東 2014）［21］、レジリエンスの関
連因子として職場のソーシャルサポートが報告さ
れ（林ら 2014）［23］、職場環境や職場からの支援が、
教員のストレスマネジメントに肯定的な影響を与え
る要因として報告されていた。研究対象者は、所属
する教育機関で分けた場合、大学、短期大学、専門
学校を対象としたものが１件、専門学校が２件であ
り、専門学校を対象としたものが多かった。

５．考　　察

　看護教員を対象としたストレスに関する研究論文
を対象として、看護教員のストレスに関する研究の
動向を明らかにし、今後の看護教員におけるストレ
スマネジメントに関する研究の示唆を得ることを目
的に文献検討を行った。
　「看護教員のストレッサーに関する研究」では、
教育経験が３年未満の新人看護教員と看護教員全般
に対象が分かれ研究が行なわれていた。新人看護教
員がストレスや困難感と感じる事柄は、【看護教育
の模索】（佐藤 2009）［9］や【実習指導に自信がな
い】、【学生の未熟さに戸惑う】、【実習指導体制を
調節できない】（伊藤・大町 2009）［10］、【講義実習
に関する知識や技術の不足による自信のなさ】や
【学生に応じた指導方法やかかわりへの不安や迷い】
（西田ら 2012）［12］などがあった。これらの研究に
よって、新人看護教員は、臨床看護師から看護教員
へ役割が移行した際に、新たに業務として加わる講
義や実習指導に関する事柄や慣れない学生への対応
に大きなストレスを持つことが示唆された。
　一方看護教員全般に対象を置いた場合、ストレス
因子として「学生対応」、「職場環境」、「教員資質」、
「多忙」、「トラブル対処」、「教育方法」、「教員相互
関係」、「研究資源」、「教育能力向上」（坂井 2005）［8］
やストレスの要因として【働きがいがなく、満足度
が得られない職務・業務】、【指導が受けにくい職
務・業務】、【連携がない教員間の人間関係や優先さ
れる権威から負担がかかる職務・業務】、【自分でコ
ントロールができない職務・業務】、【教員に負担が
かかる過剰な職務・業務】、【自分の知識や技術や能
力が発揮できない職務・業務】（加藤 2009）［11］が
報告されていた。看護教員全般を対象とした場合、
新人看護教員と同様に学生への対応や教育方法など
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レスを対象とした海外文献についても検討する必要
がある。また、看護教員だけでなく医療職者あるい
は高等教育や義務教育の教員のストレスについても
検討し、国内の看護教員の抱えるストレスの特殊性
やストレスマネジメント研究の方向性を明確にする
必要がある。

７．結　　論

１． 国内の看護教員を対象としたストレスに関する
研究は、2000年から2017年で13件であった。

２． 対象文献は「看護教員のストレッサーに関する
研究」、「看護教員のストレス関連要因に関する
研究」、「看護教員のストレス対処能力やレジリ
エンス等に関する研究」に分類された。

３． 今後の研究課題は、全教育機関を対象としたス
トレス因子の特定やそれらの因子とストレス対
処能力やレジリエンスとの関連を確認すること
である。また、研究能力の向上はストレスへの
影響が大きいことも予測され、看護教員のもつ
自身が受けた教育経験との関係についても検討
が必要と考える。
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